
令和５年度看護学部卒業生 DP 達成度自己評価結果 

 

期間：2023 年 12 月 25 日～2024 年 1 月 24 日 

対象：2023 年度に卒業する４年次学生(107 人) 

方法：DP達成度ルーブリック評価表を用いた評価結果、カリキュラム内容について、よかった点と改善すべき

点、カリキュラム全体の総合満足度（５段階評価）について調査した。方法は、オンライン（Google 

Form）を用いて実施した。 

 

＜ディプロマ・ポリシー＞ 

１．幅広い教養を身につけ、「ひと」および「ひと」を取り囲む生活や地域社会、環境に関する知識

を有している。 

 1-1  幅広い一般教養を身につけている 

 1-2 「ひと」および「ひと」を取り囲む生活や地域社会、環境に関する基礎知識を身につけている 

２．豊かな人間性と倫理観を持ち、科学的根拠に基づいた思考・判断を説明できる。 

 ・豊かな人間性と倫理観を有し、それらを反映させた思考・判断を説明できる。 

 ・科学的根拠に基づいた思考・判断を説明できる。 

３．あらゆる「ひと」と地域社会の健康課題とそれらに対する対応を統合的に考え看護を実践でき

る。 

４．チームの一員として、健康の課題や地域社会の課題に対する解決策を表現できる。 

５．社会の動向及び保健医療福祉の課題や政策に関心を持つことができる。 

６．看護学の発展に対応するために、探究心と主体性を身につけている。 

 

調査結果：63 名の学生から回答を得た（回収率 58.9％）。各回答項目の詳細は以下の通りである。 

 

A. ディプロマ・ポリシー（DP）達成度自己評価 （回答者数と割合）（n=63）（表 1，図 1） 

ディプロマ・ポリシー（DP）達成度は、レベル１～レベル４の４段階で評価してもらった。レベル 3 とレベ

ル 4 を合わせた結果は、DP1-1. 81.0％、DP1-2. 90.5％、DP2-1. 100％、DP2-2. 95.2％、DP3. 93.6％、DP4. 

96.8％、DP5. 81.0％、DP6. 100％という結果であった。いずれも 80%を超えており高い達成度であった。特

に、DP2-1 と DP6 は、100%の学生が達成していた。 

 

表 1. R5 (2023) 年度 ４年生によるディプロマ・ポリシー（DP）達成度自己評価 (n=63) 

 

人 ( % ) 人 ( % ) 人 ( % ) 人 ( % )

DP1-1 幅広い一般教養を身につけている。
0 ( 0.0 ) 12 ( 19.0 ) 42 ( 66.7 ) 9 ( 14.3 ) 3.0 ± 0.6

DP1-2 「ひと」および「ひと」を取り囲む生活や地域社会、環境に

関する基礎的知識を身につけている。 0 ( 0.0 ) 6 ( 9.5 ) 49 ( 77.8 ) 8 ( 12.7 ) 3.0 ± 0.5

DP2-1 豊かな人間性と倫理観を有し、それらを反映させた思

考・判断を説明できる。 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0 ) 40 ( 63.5 ) 23 ( 36.5 ) 3.4 ± 0.5

DP2-2 科学的根拠に基づいた思考・判断を説明できる。
0 ( 0.0 ) 3 ( 4.8 ) 53 ( 84.1 ) 7 ( 11.1 ) 3.1 ± 0.4

DP3 あらゆる「ひと」と地域社会の健康課題とそれらに対する

対応を統合的に考え看護を実践できる 0 ( 0.0 ) 4 ( 6.3 ) 39 ( 61.9 ) 20 ( 31.7 ) 3.3 ± 0.6

DP4 チームの一員として、健康の課題や地域社会の課題に

対する解決策を表現できる。 0 ( 0.0 ) 2 ( 3.2 ) 46 ( 73.0 ) 15 ( 23.8 ) 3.2 ± 0.5

DP5 社会の動向及び保健医療福祉の課題や政策に関心を

持つことができる。 0 ( 0.0 ) 12 ( 19.0 ) 42 ( 66.7 ) 9 ( 14.3 ) 3.0 ± 0.6

DP6 看護学の発展に寄与するために、探究心と主体性を身

につけている 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0 ) 35 ( 55.6 ) 28 ( 44.4 ) 3.4 ± 0.5

　ディプロマ・ポリシー（評価項目）

評定段階*　　 レベル1 レベル2 レベル3 レベル4

平均値±標準偏差



    

図 1.R5 (2023) 年度 ４年生によるディプロマ・ポリシー（DP）達成度自己評価 （n=63) 
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DP1-1  幅広い一般教養を身につけている。
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DP1-2   「ひと」および「ひと」を取り囲む生活や地域社会、

環境に関する基礎的知識を身につけている。
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DP2-2  科学的根拠に基づいた思考・判断を説明できる。
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DP4   チームの一員として、健康の課題や地域社会の課

題に対する解決策を表現できる。
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心を持つことができる。
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B. カリキュラム全体の総合満足度 （回答者数と割合）（n=63）                                               

カリキュラム全体についての総合満足度は、５段階評価で 3.9±0.6 であった（表 2，図 2）。 

 

表 2. R5 (2023) 年度 4 年生によるカリキュラム全体についての総合満足度 (n=63) 

 

 

                  

図 2. R5 (2023) 年度 4 年生によるカリキュラム全体についての総合満足度 （n=63) 

 

 

評定段階*　　

　総合満足度 人 ( % ) 人 ( % ) 人 ( % ) 人 ( % ) 人 ( % ) 平均値 ± 標準偏差

カリキュラム全体についての総合満足度 0 ( 0.0 ) 1 ( 1.6 ) 13 ( 20.6 ) 40 ( 63.5 ) 9 ( 14.3 ) 3.9 ± 0.6

*評定段階：5段階評定法（1＝まったく満足していない～5＝大変満足している）
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